
 

（ 

学校名：県立中原養護学校  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 17 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 17 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

 
 
 
児童・生徒が主
体的に学び行動
し、対話的に学
び高めあう力を
育み、地域の資
源等を活用した
活動を取り入
れ、社会に開か
れた教育課程を
編成する 

 

 

 
①校内研究のテー
マとして授業実
践・授業改善・授
業研究に取組む。 
 
 
 
 
 
②地域の資源等を
活かした活動や授
業を実践し検証す
る。 

 
①教員一人一回テーマを
取り入れた研究授業を行
う。（略案可） 
 
 
 
 
 
 
②各学部で地域の資源を
活用した授業に取り組
む。 

 
①テーマを取り入れ
た授業について教員
一人一回の研究授業
を実施し、生徒・保
護者・他の教員によ
る評価を得て授業改
善できたか。 
 
 
②各学部で地域の資
源を活用した授業を
工夫して取り組むこ
とができたか。 
 

 
①校内研究として
の学部ごとに取組
みテーマの共有と
観点の整理を進め
た。教員アンケー
ト 研 究 授 業 実 施
44％ 
 
 
②コロナの影響で
制限のある中では
あったが、学部ご
とに地域資源を活
用した授業に取り
組めた。 
 

 
①一人一人の授業改 
善への向ける取組と
しては十分ではなか
った。学部で計画的
に取組んだ例もある
ので参考にしてい
く。 
 
 
②地域資源を活用し
た実践を進め、検証
を重ねて改善してい
く。 

 
①具体的にどのような
授業改善の変化が見ら
れたのかを出せるとよ
い。 
 
 
 
 
 
②今年度取り組めなか
ったことは次年度挑戦
していけるとよい。 

 
①校内研究として各学
部で取り組んできた。
教員それぞれの授業改
善との関連は検証でき
ていない。 
 
 
 
 
②様々な地域資源を活
用してきた。制約を受
ける中でも実施できる
方法も考えていく必要
がある。 
 

 
①一人ひとりの授業
改善と研究が連動し
ていく研究計画を立
てていく。 
 
 
 
 
 
②オンラインなど
色々な方法を活用し
ていく。 

 

２ 
(幼児・児童・) 

生徒指導・支援 

 

 

 

 
児童・生徒一人
ひとりのニーズ
に応じた専門性
の高い指導を行
うと共に校内指
導体制をさらに
整備する。 
 

 

 

 
①「学部コーディ
ネーター」の役割
を明確化し、学
部・部門内での相
談・支援体制を充
実させる。 
 
②学部や児童・生
徒の実態に応じた
「アセスメント」
を行い授業等へ活
用する。 

 

 
①「学部コーディネータ
ー」が核となり、学部の
ケース会や研修を行う。 
 
 
 
 
②各学部で「アセスメン
ト」についての研修を専
門職等と協力して実施
し、個別教育計画を作成
に際し活用する。 

 
①「学部コーディネ
ーター」の役割が明
確となり学部の実態
に応じたケース会や
研修が実施できた
か。 
 
②アセスメントを活
用して作成した個別
教育計画に基づき、
授業計画をたて実施
できたか。（教員ア
ンケートでの「授業
で 活 用 で き た 」
85％） 

 
①「学部コーディ
ネーター」が中心
となり学部のニー
ズに応じた研修会
を持つことができ
た。 
 
②教員アンケート
での「授業で活用
できた」75％ 

 

 
①「学部コーディネ
ーター」が機能的に
動いて学部のニーズ
に応じたケース会や
研修を企画実施でき
た。 
 
②学部の実態に応じ
たアセスメントを行
ってきた。さらに活
用について検証をし
ていく。 

 
①② 児童生徒一人ひ
とりのニーズを知るた
めの色々な取組がわか
る。概ね目標は達成で
きている。 

 
①「学部コーディネー
ター」が機能的に動い
て学部のニーズに応じ
たケース会や研修を実
施できた。 
 
 
②各学部の実態やニー
ズに応じたアセスメン
トを実施してきた。活
用については今後もさ
らに進める必要があ
る。 
 

 
①今後も継続する。 
 
 
 
 
 
 
②アセスメントの研
修を継続して行い、
活用していく。 

 

３ 進路指導・支援 

 

 

 
個々のライフキ
ャリア・ワーク
キャリアを見据
えた進路指導・
支援を行う 

 
①全ての学部の教
員が進路指導・支
援に関する知識や
実践力を向上させ
る。 
 
 
②全学部でキャリ
アパスポートの活
用に向けて理解を
深める 

 
①学部に応じ、進路に関
する研修を実施する。 
 
 
 
 
 
②作成・活用についての
研修を行う。 

 
①進路に関する研修
により知識や実践力
が向上できたか。
（教員アンケート
「 向 上 で き た 」
85％） 
 
②キャリアパスポー
トの活用について理
解が進み作成できた
か。 
 

 
①研修は効果的に
実施できた。教員
アンケート「向上
できた」79％  
 
 
 
②夏季の研修によ
りキャリアパスポ
ートについての理
解は進んだ 

 
①さらに学部の実態
にあわせた研修を企
画していく。状況に
応じて施設見学等を
計画する。 
 
 
②実際に活用し課題
等を整理していく。 

 
①教員の進路に関する
理解を高めていくこと
は大切なので、継続し
て研修会を実施すると
よい。 
 
 
 
 
 

 
①学部に応じた研修会
は実施できた。実際の
進路先の見学の実施が
必要である。 
 
 
 
②理解は進んだので実
際に活用して課題を整
理していく。 
 

 
①今後も学部の応じ
た研修会を行う。進
路先の見学も状況に
応じて計画する。 
 
 
 
②活用し課題を整理
していく。 

 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 17 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 17 日実施） 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

 

 

 
地域のセンター
的機能の充実を
図るとともに、
地域と連携した
活動の機会を設
ける 

 

 

 

 
①教育相談コーデ
ィネーターを核に
校内の人材を活用
しながら学校コン
サルテーションを
充実させる。 
 
 
 
②地域に中原養護
学校の持つ資源を
発信していく。 
 

 

 
①学校コンサルテーショ
ンの際にニーズに適した
校内の人材も同行させ
る。 
 
 
 
 
 
②教材データベースや校
内人材バンクを作成し、
本校の持つ資源について
情報整理をする。 

 
①地域のニーズに応
じた学校コンサルテ
ーションが実施でき
たか。 
 
 
 
 
 
②本校の持つ資源を
校内で共有し、地域
へ発信していくこと
ができたか。 
 

 
①専門職同行のコ
ンサルテーション
を 1回実施した。 
 
 
 
 
 
 
②学部では教材の
整理を進めた。支
援では教材データ
ベース等の作成に
着手した。 
 

 
①回数が少ないこと
についてその原因を
検証する。 
 
 
 
 
 
 
②整理し校内での活
用を進め、地域へは
発信していく。 
 

 
①相談や支援体制の充
実については地域関係
機関として協力をして
いく。 
 
 
 
 
 
 

 
①1 回実施した。回数の
少ないことへの検証が
必要である。 
 
 
 
 
 
 
②学部や部署での整理
に留まっているので校
内全体としてまとめて
いく必要がある。 
 

 
①本校の果たすセン
ター的機能について
検討していく。 
 
 
 
 
 
 
②校内の教材データ
ベース・人材バンク
を作成する。 

 

５ 
学校管理 

学校運営 

 

 

 
保護者や地域か
ら信頼・信用さ
れる安心安全な
学校づくりを行
う。 

 

 

 
①安心安全で効率
的な業務が遂行で
きる職場環境を作
る。 
 
 
 
 
 
②保護者や地域に
学校から適時情報
発信を行う 

 

 
①安心安全な環境や効率
的な業務改善についてア
イデア提案を募り具現化
を検討する。 
 
 
 
 
 
②HP やツイッター、文書
などを効果的に利用し情
報発信を行う。 

 
①アイデア・提案が
具現化され職場環境
が改善されたか。
（教員アンケートか
ら肯定的意見 80％以
上） 
 
 
 
②様々な情報が発信
されたか。（保護者
アンケートで肯定的
意見 80％） 

 
①学部・グループ
からは様々な提案
され業務改善をし
てきた。教員アン
ケートでの肯定的
意見 67％ 
 
 
 
②第２回保護者ア
ンケートで肯定的
意見 83％ 

 
①業務改善や効率化
を見える化等して教
員が実感を持てるよ
うにしていく。 
 
 
 
 
 
②今後も様々な媒体
を利用して効果的な
情報発信を行う。 

 
①教員アンケートでの
肯定的意見が高く、教
職員の自己肯定感が高
く学校の原動力となっ
ている。 
 
 
 
 
②HP やツイッターは学
校と保護者の距離が近
くなり良い取組であ
る。 
 

 
①アイデアや提案が具
現化され職場環境が改
善されてきた。さらに
改善を進める。 
 
 
 
 
 
②保護者アンケート、
学校関係者評価でも高
い評価を得た。 

 
①今後も継続する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

②今後も継続する。 

  


